
一
　
は
じ
め
に

幕
末
、
魏
源
の
『
海
国
図
志
』
が
海
外
事
情
摂
取
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る（
１
）

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
中
国
か
ら
将
来
さ
れ
た

原
本
が
読
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
日
本
に
将
来

さ
れ
た
部
数
は
僅
か
十
九
部
に
過
ぎ
ず
、
且
つ
大
半
は
幕
府

の
御
文
庫
（
紅
葉
山
文
庫
）、
学
問
所
な
ど
の
幕
府
関
連
機

関
乃
至
は
幕
閣
の
属
す
る
藩
に
蔵
さ
れ
て
い
て（
２
）、

限
ら
れ
た

人
だ
け
し
か
読
む
こ
と
で
き
ず
、
評
判
は
呼
ん
で
も
、
多
く

の
読
者
の
用
に
応
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

そ
の
一
部
が
和
刻
本
、
和
解
本
と
い
う
形
で
出
版
さ
れ
、
流

通
し
読
ま
れ
、
当
時
の
海
外
事
情
摂
取
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
和
解
本
が
そ
の

内
容
か
ら
考
え
て
、
そ
の
普
及
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
端
は
既
に
別
稿
で
僅
か
に
論
じ
た（
３
）。

本
稿
で
は
そ
の
和
解
本
の
一
つ
で
あ
る
、
廣
瀬
竹
庵
撰
『
亜

墨
利
加
総
記
』
正
編
（『
亜
墨
利
加
総
記
』）、
続
編
（『
続
亜

墨
利
加
総
記
』）、
後
編
（『
亜
墨
利
加
総
記
後
編
』）
を
例
と

し
て
、
作
者
の
出
版
意
図
、
和
解
の
方
法
を
中
心
に
検
討
し

な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
以
下
同
じ
）
事

情
摂
取
で
ど
う
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
え
て
い
き

た
い
。

『
海
国
図
志
』
の
和
解
本
『
亜
墨
利
加
総
記
』
正
編
、
続
編
、
後
編
に
つ
い
て
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二
　『
海
国
図
志
』
の
将
来
と
和
刻
本
、
和
解
本
の
刊
行

『
海
国
図
志
』
は
、
大
庭
脩
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
四

（1851
）
年
に
中
国
渡
来
船
が
初
め
て
三
部
長
崎
に
将
来
し
、

三
部
は
全
て
奉
行
所
を
通
じ
て
幕
府
（
御
文
庫
、
学
問
所
御

用
、
老
中
牧
野
備
前
守
忠
雅
）
に
買
い
取
ら
れ
た
。
翌
嘉
永

五
（1852

）
年
に
も
、
中
国
渡
来
船
が
一
部
将
来
し
、
そ
れ

は
、
長
崎
会
所
預
か
り
と
な
っ
た
。
更
に
、
嘉
永
七
（1854

）

年
に
は
、
中
国
渡
来
船
が
十
五
部
を
将
来
し
、
七
部
が
幕
府

御
用
と
な
り
、
他
の
八
部
は
競
売
さ
れ
た
と
い
う（
４
）。
こ
の
よ

う
に
、
嘉
永
四
年
、
長
崎
に
中
国
の
貿
易
船
が
将
来
し
た
以

降
、
四
年
間
で
日
本
に
は
十
九
部
将
来
さ
れ
、
い
ず
れ
も
第

二
版
六
十
巻
本
で
あ
る（
５
）。

こ
の
十
九
部
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
御
文
庫
（
紅
葉
山
文
庫
）、
学
問
所
な
ど
の
よ
う
な
幕

府
関
連
機
関
、
ま
た
は
幕
閣
の
藩
が
所
有
し
て
、
見
る
こ
と

が
で
き
る
者
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
和
刻
本
乃
至
は

和
解
本
が
出
版
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
一
つ
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
。
こ

の
『
海
国
図
志
』
は
世
界
の
地
誌
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、

特
に
欧
米
の
部
分
に
は
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ

た
。
キ
リ
ス
ト
教
を
厳
禁
し
て
い
た
当
時
の
日
本
で
は
、
中

国
か
ら
将
来
さ
れ
る
漢
籍
に
も
目
を
光
ら
せ
、
キ
リ
ス
ト
教

関
係
の
書
物
の
流
入
を
防
ご
う
と
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教

に
係
わ
る
も
の
は
、
出
版
は
元
よ
り
、
そ
れ
を
所
持
し
た
り

読
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
、
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
書
物
の
出
版
に
は
、
当
時
の
当
路
に
在
る
人
々
の

理
解
、
承
認
が
必
須
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
外
し
た
人
物
が
い
る
。
川
路
聖
謨

（1801

～1868

）
で
あ
る
。
彼
は
当
時
勘
定
奉
行
で
あ
り
、

海
防
掛
を
兼
ね
て
お
り
、
開
国
を
求
め
る
ロ
シ
ア
と
の
外
交

交
渉
を
担
当
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、『
海
国
図
志
』

を
御
文
庫
で
読
み
、
こ
の
書
物
の
海
外
事
情
摂
取
に
有
用
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
時
の
老
中
首
座
阿
部
正
弘

（1819

～1857

）
の
裁
可
を
得
、『
海
国
図
志
』
か
ら
、「
筹

海
（
海
防
）
篇
」、「
俄
羅
斯
（
ロ
シ
ア
）」、「
普
魯
社
（
プ

ロ
シ
ア
）」、「
英
吉
利
（
イ
ギ
リ
ス
）」
を
選
び
、
校
訂
、
訓

点
を
塩
谷
宕
陰
（
名
は
世
弘
、1824

～1867

）
に
、
欧
米
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の
地
名
、
人
名
の
読
み
を
箕
作
元
甫
に
命
じ
て
、
自
費
で
和

刻
本
を
刊
行
し
、
要
路
の
人
に
配
っ
て
い
た（
６
）。

そ
の
あ
た
り

の
事
情
を
、
塩
谷
宕
陰
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
の
書
（『
海
国
図
志
』）
客
歳
（
昨
年
）
清
商
の
始
め

て
舶
載
す
る
所
と
為
る
。
左
衛
門
尉
川
路
君
之
を
獲
て
、

其
れ
有
用
の
書
な
り
と
謂
う
。
命
じ
て
亟
に
翻
栞
せ
し
む
。

【
塩
谷
世
弘
「『
海
国
図
志
』
を
翻
栞
す
る
の
序
」、
原
文

は
漢
文
、
括
弧
の
中
は
筆
者
が
補
っ
た
】

川
路
が
こ
の
当
時
ペ
リ
ー
の
来
航
で
騒
然
な
中
、
墨
利
加

洲
（
ア
メ
リ
カ
）
部
の
訓
点
等
を
両
名
に
命
じ
な
か
っ
た

の
は
、
既
に
そ
の
作
業
が
河
田
迪
斎
（1806
～1859

）
の

手
で
進
め
ら
れ
て
い
た（
７
）
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
実
際
河
田
迪
斎
の
手
に
な
る
、
名
義
は
、
下
総
の
豪
農

中
山
伝
右
衛
門
の
和
刻
本
『
墨
利
加
洲
部
』
は
、
塩
谷
等
最

初
の
和
刻
本
『
海
国
図
志　

籌
海
篇
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
嘉

永
七
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
河
田
は
当
時
ペ
リ
ー
と
の
外

交
交
渉
に
幕
府
代
表
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
大
学
頭
林
復
斎

（1800

～1859

）
の
側
近
（
林
家
塾
頭
）
と
し
て
、
実
際
日

米
修
好
条
約
の
起
草
を
し
た
人
物（
８
）で
そ
の
外
交
交
渉
の
相
手

国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
情
報
を
入
手
す
べ
く
、
ア
メ
リ
カ
を

含
む
南
北
米
大
陸
の
部
分
の
和
刻
本
『
墨
利
加
洲
部
』
を
刊

行
し
た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
刊
行
さ
れ
た
『
海
国
図
志
』
の
和
刻
本
は
既
に
挙

げ
た
五
点
の
ほ
か
は
、
頼
山
陽
の
三
男
で
安
政
の
大
獄
で
刑

死
し
た
勤
王
の
志
士
、
頼
三
樹
三
郎
（1825

～1859

）
の

訓
点
に
よ
る
『
海
国
図
志
印
度
部
』
の
み
で
、
総
計
六
点
で

あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
、『
海
国
図
志
』
の
日
本
へ
の
将
来
、

そ
の
後
の
そ
の
和
刻
本
刊
行
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
き

た
が
、
こ
こ
で
、『
海
国
図
志
』
の
書
物
の
成
立
、
そ
し
て
、

そ
の
書
物
と
し
て
の
特
徴
を
触
れ
て
お
く
。
こ
の
こ
と
は
幕

末
に
お
い
て
こ
の
書
物
が
海
外
事
情
摂
取
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
と
大
い
に
係
わ
る
か
ら
で
あ
る
。『
亜
墨
利

加
総
記
』
の
著
者
、
廣
瀬
竹
庵
が
同
書
正
編
の
冒
頭
で
述
べ

る
如
く
、『
海
国
図
志
』
は
「
歐
羅
巴
人
ノ
原
撰
二
シ
テ
清

ノ
林
則
徐
ノ
飜
訳
ナ
リ
シ
ヲ
其
後
魏
源
重
子
テ
輯
録
セ
シ
海

国
図
志
」
と
あ
る
よ
う
に
、
林
則
徐
か
ら
託
さ
れ
た
『
四

洲
志　
【H

ugh　
M

urray

（
慕
瑞
）『T

he Encyclopedia 
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of GeograP.hy

（
世
界
地
理
大
全
）』（1834

）
を
林
則
徐

が
梁
進
徳
に
命
じ
て
漢
文
に
抄
訳
さ
せ
た
も
の
】』
を
藍
本

と
し
、
そ
れ
に
魏
源
が
漢
訳
洋
書
（
来
華
宣
教
師
が
漢
文
で

著
し
た
西
学
書
）
や
正
史
な
ど
の
引
用
に
よ
り
補
っ
た
も
の

で
あ
る
。
編
集
は
魏
源
の
手
に
な
る
が
、
彼
自
身
『
海
国

図
志
』
の
序
で
述
べ
る
よ
う
に
「
何
以
異
於
昔
人
海
国
之
書
、

曰
、
彼
皆
以
中
土
人
譚
西
洋
、
此
則
以
西
洋
人
譚
西
洋
」
で

あ
り
、『
海
国
図
志
』
と
は
『
四
洲
志
』
を
ベ
ー
ス
と
し
、

西
洋
人
の
手
に
な
る
、『
漢
訳
洋
書
』
の
抜
粋
を
加
え
た
世

界
地
理
書
で
、
資
料
は
西
洋
人
の
も
の
で
あ
る
。
和
刻
本
を

校
訂
し
た
塩
谷
世
弘
も
「
従
前
、
漢
人
、
華
を
以
て
自
居
し
、

外
蕃
を
視
て
、
啻
だ
犬
豕
の
み
な
ら
ず
。
其
の
地
理
政
治
に

瞢
と
し
て
瞽
矇
の
器
を
摸
る
が
如
し
。
間
に
異
国
図
志
、
西

域
聞 

見
録
、
八
紘
訳
史
、
荒
史
の
類
あ
る
も
、
大
率
荒
唐

無
稽
の
談
に
し
て
、
徴
と
す
る
に
足
る
者
鮮
し
。
此
の
編

（『
海
国
図
志
』）
は
則
ち
欧
人
の
撰
に
原
づ
く
。
実
を
取
り

て
信
を
伝
ふ
。（
塩
谷
世
弘
『
和
刻
本　

海
国
図
志　

籌
海

篇
』「
翻
栞
『
海
国
図
志
』
序
」（
嘉
永
七
年
六
月
）
原
文
は

漢
文
」）
と
言
い
、
西
洋
人
の
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
、
旧

来
の
中
国
の
荒
唐
無
稽
な
世
界
地
理
書
と
違
い
、
信
頼
が
で

き
る
書
物
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
『
海

国
図
志
』
は
海
外
事
情
摂
取
に
有
用
な
書
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
で
は
当
時
、
海
外
事
情
摂
取
に
な
ぜ
漢
籍
を
読
む
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
日
本
人
の
リ
テ
ラ

シ
ー
と
大
き
く
係
わ
る
。
当
時
の
日
本
で
欧
米
の
言
語
に
通

じ
て
い
た
も
の
は
知
識
人
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
言
う

状
況
で
あ
り
、
識
字
層
の
大
半
に
と
っ
て
漢
籍
は
身
近
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
海
国
図
志
』
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は

そ
の
一
部
が
、
和
刻
本
、
和
解
本
と
い
う
形
で
出
版
さ
れ
た
。

こ
こ
で
言
う
和
刻
本
と
は
、
原
文
を
翻
刻
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
上
に
訓
点
を
付
し
、
欧
米
の
地
名
・
人
名
な
ど
に

読
み
を
ふ
り
が
な
で
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
和
解
本

と
は
、
原
文
を
和
解
、
即
ち
和
語
で
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、

今
日
で
言
う
、
翻
訳
と
で
も
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
和
解
本

が
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
か
は
、
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
和
解
本
は
十
四
点
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
和
解

本
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
ア
メ
リ
カ
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
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以
下
同
じ
）
の
部
分
を
和
解
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
和

解
本
の
刊
行
が
、
ペ
リ
ー
来
航
に
よ
る
砲
艦
外
交
が
展
開
さ

れ
た
時
期
と
重
な
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
関
心
が
一
際
高
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
部
分
の
和
解
本
に
は
、
廣
瀬

竹
庵
の
も
の
以
外
に
、
正
木
篤
『
墨
利
加
（
ア
メ
リ
カ
）
洲

沿
革
総
説
総
記
補
輯
和
解
』
一
冊
【
安
政
二
（1855

）
年
正

月
】
同
『
美
理
哥
国
総
記
和
解
』
上
中
下
【
嘉
永
七
（1854

）

年
夏
】、
皇
国
隠
士
『
新
国
（
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
）
圖
志
通

解
』【
嘉
永
七
（1854

）
年
】
が
あ
る
。

で
は
、
次
に
廣
瀬
竹
庵
『
亜
墨
利
加
総
記
』
正
編
、
続
編
、

後
編
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

三
　『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
刊
行
時
期
と
そ
の
内
容

『
亜
墨
利
加
総
記
』
は
正
編
、
続
編
、
後
編
の
六
巻
五
冊

か
ら
な
る
。
先
ず
は
そ
の
刊
行
時
期
、『
海
国
図
志
』
の
ど

こ
の
部
分
か
ら
の
和
解
な
の
か
を
示
す
。
な
お
、
刊
行
時
期

は
見
返
し
、
扉
や
奥
付
に
あ
る
刊
行
年
月
に
基
づ
き
、
併
せ

て
そ
れ
ら
の
書
物
の
出
版
申
請
、
許
可
の
資
料
（『
市
中
取

締
続
類
集
』「
書
籍
之
部（
９
）」）
に
あ
る
許
可
の
年
月
も
括
弧
内

に
参
考
に
示
す
。

『
亜
墨
利
加
総
記
』
一
巻
一
冊　

嘉
永
七
（1854

）
年
甲
寅

初
夏
（
同
年
七
月
許
可
）

『
海
国
図
志
（
60
巻
本
）』
巻
三
十
九
第
七
葉
裏
の
「
弥

利
堅
即
美
理
哥
国
総
記
」
上
の
最
初
か
ら
第
二
十
三
葉
表

第
三
行
ま
で
を
和
解
す
る
。
巻
頭
に
藤
森
大
雅
「
重
訳
美

利
哥
総
記
序
」、
廣
瀬
竹
庵
「
墨
米
利
加
総
記
叙
」、
巻
末

に
横
山
湖
山
の
跋
文
が
あ
る
。

『
続
亜
墨
利
加
総
記
』
二
巻
二
冊　

嘉
永
七
（1854

）
年
甲

寅
閏
（
七
）
月
（
同
年
九
月
許
可
）

一
冊
目
は
巻
一
、『
海
国
図
志
（
60
巻
本
）』
巻
三
十
九

「（
外
大
西
洋
）
墨
利
加
洲
総
叙
」、
高
理
文
（
ブ
リ
ッ
ジ

マ
ン
）「
原
志
（『
美
理
哥
合
省
国
志
略
』）
序
」
に
訓
点
、

外
国
の
地
名
・
人
名
に
は
ル
ビ
を
付
け
、
巻
三
十
九
「
弥

利
堅
即
美
理
哥
国
総
記
」
上
の
第
二
十
三
葉
第
四
行
か
ら

最
後
ま
で
和
解
す
る
。
二
冊
目
は
巻
二
、「
弥
利
堅
国
総
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記
」
下
を
和
解
す
る
。

『
亜
墨
利
加
総
記
後
編
』
三
巻
二
冊　

安
政
乙
卯
（1855

）

年
初
夏
（
同
年
正
月
）

一
冊
目
は
巻
頭
に
本
書
目
次
が
あ
り
、
そ
の
後
に
『
海
国

図
志
（
60
巻
本
）』
巻
四
十
「
弥
利
堅
国
東
路
二
十
部
」
前

半
を
和
解
。
二
冊
目
は
、
巻
二
に
は
、
巻
四
十
後
半
、
巻
三

に
は
巻
四
十
一
「
弥
利
堅
国
西
路
十
一
部
」
を
和
解
す
る
。

な
お
、
こ
の
『
亜
墨
利
加
総
記
』
正
編
、
続
編
、
後
編
に

は
、
題
簽
が
『
通
俗
海
国
図
志
』
と
い
う
異
本
が
存
在
す
る
。

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
は
あ
る
が
、
横
山
湖
山
の
跋
が
後
編
の

第
二
冊
の
最
後
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。

こ
の
三
編
の
収
録
内
容
は
、『
海
国
図
志
』「
墨
利
加
洲
」

の
う
ち
「
墨
利
加
洲
総
説
」
を
除
く
、「
弥
利
堅
国
総
記
上
」

「
弥
利
堅
国
総
記
下
」「
弥
利
堅
国
東
路
二
十
部
」「
弥
利
堅

国
西
路
十
一
部
」
で
あ
る
。「
弥
利
堅
国
総
記
上
」
は
、『
美

理
哥
（
合
省
）
国
志
略（

（1
（

』
の
「
上
帙
」
の
抜
粋
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
地
球
上
の
位
置
か
ら
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
独
立
に

い
た
る
歴
史
か
ら
自
然
、
産
業
、
政
治
、
社
会
な
ど
に
至
る

ま
で
ア
メ
リ
カ
全
般
の
抜
粋
で
あ
る
が
、
原
文
と
対
照
し
て

み
る
と
、
忠
実
な
抜
粋
で
は
な
く
、
一
部
を
省
略
し
た
り
、

表
現
を
一
部
変
え
た
り
し
て
、
原
文
に
か
な
り
手
を
入
れ

て
い
る
。「
弥
利
堅
国
総
記
下
」
は
林
則
徐
が
翻
訳
さ
せ
た

『
四
洲
志
』
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
歴
史
、
地
誌
が
記
さ
れ
て

い
る
。「
弥
利
堅
国
総
記
上
」、「
弥
利
堅
国
総
記
下
」
に
は
、

重
複
す
る
部
分
も
あ
る
。「
弥
利
堅
国
東
路
二
十
部
」
は
東

部
の
二
十
部
（
州
）
を
部
ご
と
に
『
四
洲
志
』
の
該
当
部
分

を
最
初
に
置
き
、
そ
の
後
に
『
美
理
哥
国
志
略
』
の
そ
の
部

か
ら
の
抜
粋
で
補
う
。「
弥
利
堅
国
西
路
十
一
部
」
も
西
部

の
十
一
部
（
州
）
を
同
様
に
『
四
洲
志
』
の
該
当
部
分
と
、

『
美
理
哥
国
志
略
』
各
部
（
州
）
か
ら
の
抜
粋
で
補
う
。『
亜

墨
利
加
総
記
』
三
編
を
読
め
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
自
然
、
歴
史
、

政
治
、
社
会
等
及
び
各
州
の
地
誌
に
至
る
ま
で
の
大
要
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。｢

墨
利
理
哥
洲
部｣

は
当

時
ア
メ
リ
カ
を
知
る
上
で
有
用
な
書
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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四
　『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
出
版
意
図

『
海
国
図
志
』
に
は
和
刻
本
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
和
解
本
を
著
す
の
か
。
和
刻
本
に
は
訓
点
は
付
い
て
い

る
が
、
そ
れ
な
り
の
漢
文
読
解
能
力
と
西
洋
に
つ
い
て
の
初

歩
的
知
識
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
和
解
本
は
そ

の
原
文
を
和
解
す
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
有

し
て
い
な
い
者
に
も
わ
か
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
わ
か
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
む

階
層
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

和
解
本
作
成
に
は
作
成
者
の
か
な
り
の
学
識
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
上
、
こ
の
和
解
、
言
わ
ば
現
在
の
翻
訳
に
近
い
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
雑
著
扱
い
で
あ
り
、
業
績
と
し

て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
、
廣
瀬
は
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
労
多
く
し
て
功
少
な
い
仕
事
を
敢
え
て
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
廣
瀬
の
自
序
「
亜
墨
利
加
総
記
叙
」
に
は
そ

の
理
由
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
之
夷
狄
非
古
之
夷
狄
也
。
而
世
人
不
察
、
傲
然
軽
視

之
以
不
為
意
、
具
粗
知
其
情
勢
者
薾
然
生
恐
怖
之
心
、
而

不
知
所
以
為
備
焉
。
夫
能
使
人
審
彼
之
情
勢
、
知
可
畏
而

不
可
怖
者
是
読
書
人
之
任
也
。
顧
余
非
其
人
耳
。
然
頃
者

読
清
人
林
則
徐
海
国
図
志
得
詳
兼
攝
国
建
立
之
本
末
有
所

感
焉
。
支
兼
攝
国
旧
係
英
夷
之
属
地
而
一
旦
不
忍
其
貪
虐

於
耆
会
議
立
洼
申
頓
為
之
将
帥
、
遂
逐
英
夷
終
為
独
立
不

羈
之
国
者
七
十
餘
年
、
…
…
故
余
就
図
志
中
以
国
字
訳
弥

利
堅
総
記
能
使
世
人
知
彼
之
情
勢
可
畏
不
可
怖
而
為
之
備

爾
。

嘉
永
甲
寅
仲
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
庵
学
人
達
撰

結
論
か
ら
言
え
ば
、
読
書
人
と
し
て
の
使
命
感
で
あ
る
。

そ
れ
は
以
下
に
述
べ
る
現
状
へ
の
危
機
感
か
ら
生
ま
れ
て
い

る
。
当
時
、
世
の
多
く
の
人
々
が
、
西
洋
を
中
国
伝
来
の
華

夷
思
想
に
よ
り
、
単
な
る
夷
狄
（
野
蛮
人
）
と
思
い
込
み
、

「
傲
然
軽
視
之
、
以
不
為
意
」（
軽
ん
じ
て
意
に
介
さ
な
い
）

と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
、
多
少
と
も
情
勢
を
理

解
し
て
い
る
者
は
逆
に
、「
生
恐
怖
之
心
」（
恐
怖
心
の
み
生

じ
）「
不
知
所
以
為
備
焉
」（
海
防
な
ど
の
備
え
の
必
要
性
が
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理
解
で
き
な
い
）
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
憂
慮

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
日
本
に
来
航
し
て
い
た
ペ
リ
ー

の
砲
艦
外
交
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
列
強
の
脅
威
に
対
抗
す

る
に
は
、
彼
は
「
顧
余
非
其
人
耳
（
私
は
そ
の
任
に
は
堪
え

な
い
）」
と
し
な
が
ら
も
、「
就
図
志
中
以
国
字
訳
弥
利
堅
総

記
能
使
世
人
知
彼
之
情
勢
可
畏
不
可
怖
而
為
之
備
爾
（『
海

国
図
志
』
か
ら
「
弥
利
堅
総
記
」
を
日
本
語
に
訳
し
て
、
世

の
人
に
ア
メ
リ
カ
の
現
状
を
知
り
、
そ
の
力
の
畏
る
べ
き
で

は
あ
る
が
、
海
防
な
ど
の
備
え
を
す
れ
ば
、
怖
れ
る
必
要
は

な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
）」
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
言
う
「
世
人
」
と
は
、
当
時
実
際
に
政
治
を
取
り
仕
切
っ

て
い
た
上
層
の
武
士
の
み
な
ら
ず
、
武
士
身
分
と
し
て
そ
の

最
低
辺
に
あ
る
「
武
夫
」
も
こ
れ
に
含
ん
で
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
藤
森
大
雅
、
横
山
湖
山
が
序
、
跋
で
明
確
に
述

べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
後
で
触
れ
る
。

松
本
三
之
介
が
こ
の
当
時
の
思
想
状
況
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
幕
末
に
お
け
る
対
外
意
識
の
高
揚
は
、
外
国

に
対
す
る
意
識
の
反
射
と
し
て
幕
府
と
諸
藩
と
い
う
立
場
の

違
い
を
超
え
た
挙
国
的
利
害
の
共
通
性
と
一
体
性
を
人
び
と

に
自
覚
さ
せ
、
ま
た
貴
賎
尊
卑
と
い
う
身
分
の
相
違
を
超
え

た
問
題
関
心
の
共
有
が
、
こ
こ
に
新
し
く
期
待
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
日
本
の
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
集
団
意
識
は
、
こ

う
し
た
過
程
の
な
か
で
そ
の
形
を
整
え
て
い
く
の
で
あ
る
」

【『
増
補
明
治
思
想
史
』（
以
文
社　

2018

）「
維
新
前
夜
の
思

想
」P.12

】
廣
瀬
が
和
解
本
を
作
成
し
、
百
姓
、
町
人
ま
で

は
含
ま
な
く
と
も
広
範
な
人
々
に
対
外
的
危
機
意
識
及
び
そ

の
対
処
に
つ
い
て
共
有
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
も
、
ま
た
、
藤

森
、
横
山
が
そ
の
志
を
讃
え
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の

思
想
状
況
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。

廣
瀬
以
外
の
和
解
本
の
作
成
者
、
例
え
ば
大
槻
西
禎

（1818

～1857

、
字
は
瑞
卿
。
昌
平
黌
に
学
び
、
各
国
史
や

世
界
地
理
を
紹
介
し
て
海
防
論
を
説
い
た
。『
講
談
社
日
本

人
名
大
辞
典
』）
も
「
独
り
武
夫
俗
吏
の
遽
か
に
解
す
能
は

ざ
る
を
惜
し
む
。
此
の
挙
（
和
解
本
を
作
成
し
た
）
所
以
な

り
（『
海
国
図
志
夷
情
備
采
』
序
、
原
文
は
漢
文
）」、「
武

夫
俗
辺
疆
の
責
に
任
ず
る
者
は
之
を
熟
読
し
そ
の
情
を
得
ば
、

則
ち
戦
ふ
に
以
て
そ
の
鋭
を
挫
き
、
款
す
る
に
以
て
そ
の
命

を
制
さ
ん
（
和
解
本
『
俄
羅
斯
総
記
』
の
序
、
原
文
は
漢
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文
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
廣
瀬
と
同
様
な
使
命
感
を
も
っ
て

和
解
本
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
序
な
ど
で
見
る
限
り
、

そ
の
他
の
和
解
本
作
成
者
も
大
体
同
様
で
あ
る（

（1
（

。

次
に
廣
瀬
の
対
外
観
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
く
。
自

序
に
あ
る
「
今
之
夷
狄
非
古
之
夷
狄
也
」
が
そ
れ
を
解
く
鍵

で
あ
る
。
日
本
は
古
代
以
来
、
中
国
の
世
界
観
で
あ
る
華
夷

思
想
の
枠
の
中
に
あ
り
、
中
国
の
文
化
・
学
問
は
絶
対
的
な

優
位
性
を
保
持
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
江
戸
時
代
に
入
る

と
、
日
本
独
自
の
儒
教
、
例
え
ば
伊
藤
仁
斎
の
古
学
、
山
崎

闇
斎
の
崎
門
派
等
の
登
場
や
、
国
学
の
誕
生
に
よ
り
、
華

夷
思
想
に
支
え
ら
れ
て
い
た
、
儒
教
を
中
心
と
す
る
中
国
文

化
・
学
問
の
絶
対
的
優
位
性
が
相
対
化
さ
れ
て
揺
ら
ぎ
始
め

た
。
江
戸
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、
更
に
蘭
学
の
誕
生
に
よ

り
、
西
洋
の
医
学
や
科
学
な
ど
の
西
洋
の
学
問
が
移
入
さ
れ
、

そ
の
傾
向
に
は
拍
車
が
か
か
っ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
る
衝

撃
に
よ
り
そ
の
枠
自
体
が
崩
れ
始
め
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
廣
瀬

竹
庵
は
、
蘭
学
者
と
し
て
、
西
洋
の
医
学
や
科
学
を
学
ぶ
中

で
、「
今
之
夷
狄
非
古
之
夷
狄
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
の

中
で
、
既
に
中
国
文
化
の
絶
対
的
な
優
位
性
は
崩
れ
て
お
り
、

西
洋
文
化
に
対
し
て
も
あ
る
程
度
の
価
値
を
置
い
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
に
論
ず
る
和
解
に
お
い

て
、
今
で
言
う
「
中
国
」
の
訳
語
に
「
支
那
」
を
選
ん
で
い

る
と
こ
ろ
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

廣
瀬
竹
庵
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
と
こ
ろ
、
僅
か
に
次
の

よ
う
な
経
歴
が
分
か
る
の
み
で
あ
る
。
名
は
可
行
、
字
は
達
、

号
は
竹
庵
、
蘭
学
に
詳
し
く
稲
葉
長
門
守
（
正
邦
）
山
城
淀

藩
家
来
を
経
て
、
高
松
藩
藩
儒
、
藩
校
講
道
館
洋
学
教
授

（『
市
中
取
締
続
類
集
』「
書
籍
之
部
」、『
国
書
人
名
辞
典
』

（
岩
波
書
店
、1993

～1999

））。
そ
の
経
歴
で
分
か
る
よ
う

に
廣
瀬
に
は
蘭
学
の
造
詣
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
亜
墨
利
加
総

記
』
の
和
解
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
点

は
後
で
述
べ
る
。

次
に
藤
森
大
雅
「
重
訳
美
利
哥
総
記
の
序
」
を
見
る
と

財
貨
不
聚
、
非
国
之
貧
也
。
人
材
不
足
之
謂
貧
、
兵
甲

不
多
、
非
国
之
嬴
也
、
士
気
不
競
之
謂
嬴
、
国
貧
且
嬴
、

則
外
侮
必
至
。
…
…
美
利
哥
国
、
開
創
之
初
、
不
忍
英
人

凌
虐
、
衿
耆
会
議
、
立
華
盛
頓
、
為
主
帥
、
條
列
英
人
之

文教大学　言語と文化　第33号

（9）
－124－



罪
、
檄
告
各
国
、
終
攘
斥
英
人
、
為
独
立
国
。
余
嘗
聞

之
。
深
嘉
其
得
禦
侮
之
要
。
然
世
之
訳
西
書
者
、
不
察
彼

此
語
勢
有
異
、
過
泥
原
文
辞
義
欎
轖
、
使
読
者
悶
々
。
此

書
原
係
清
人
林
則
徐
所
訳
。
廣
瀬
可
行
、
更
用
邦
語
重
訳

之
。
通
暢
平
正
、
於
当
日
事
情
炳
然
如
観
火
。
雖
武
夫
読

之
、
亦
通
暁
。
夫
使
人
通
暁
禦
侮
之
要
者
、
当
世
之
急
務

也
。
執
柯
以
伐
柯
、
睨
而
視
之
。
可
行
重
訳
之
意
、
其
在

於
此
乎
。
因
為
書
其
巻
端
。

嘉
永
七
年
龍
集
甲
寅
夏
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
都
弘
庵
居
士
藤
森
大
雅
識

藤
森
は
『
亜
墨
利
加
総
記
』
は
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス

の
蹂
躙
を
撥
ね
の
け
、
独
立
国
と
な
っ
た
記
録
で
も
あ
り
、

そ
れ
を
廣
瀬
が
邦
語
（
日
本
語
）
で
訳
し
た
こ
と
は
、「
夫

使
人
通
暁
禦
侮
之
要
者
」
即
ち
外
国
に
侮
り
を
受
け
な
い
よ

う
に
す
る
要
点
を
世
の
人
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
は

当
世
の
急
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
廣
瀬
は
、
こ

れ
ま
で
の
西
学
書
（
西
洋
に
関
わ
る
書
物
）
の
翻
訳
の
通
弊

と
藤
森
が
考
え
る
、「
不
察
彼
此
語
勢
有
異
、
過
泥
原
文
辞

義
欎
轖
、
使
読
者
悶
々
」
即
ち
、
原
語
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
、

大
変
読
み
に
く
い
の
と
異
な
り
、「
通
暢
平
正
、
於
当
日
事

情
炳
然
如
観
火
。
雖
武
夫
読
之
、
亦
通
暁
」
即
ち
、
平
易
な

言
葉
に
訳
し
て
、
そ
の
内
容
が
火
を
見
る
よ
う
に
明
ら
か
で
、

あ
ま
り
教
養
が
な
い
武
夫
で
す
ら
こ
れ
を
読
め
ば
理
解
で
き

る
と
言
い
、
廣
瀬
の
訳
業
の
意
義
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

且
つ
そ
の
訳
文
の
わ
か
り
や
す
さ
を
賞
め
て
い
る
。

次
に
横
山
湖
山
の
跋
を
読
む
と

吾
友
廣
瀬
可
行
慷
慨
士
也
。
窃
見
近
時
夷
蛮
之
情
状
、

自
思
為
国
奮
而
進
取
、
無
語
有
志
而
不
乃
展
。
於
是
欲
責

之
於
人
、
謂
士
者
所
以
審
形
勢
出
方
略
也
。
使
人
具
有
為

之
志
莫
過
書
焉
。
故
苟
有
其
…
於
外
夷
、
補
於
守
備
者

毎
方
捜
索
網
羅
無
遺
、
欲
以
伝
具
人
。『
海
国
図
誌
』
者
、

清
人
林
則
徐
所
撰
、
舶
載
極
少
。
深
蔵
於
秘
府
、
人
皆
思

一
見
、
而
不
能
得
。
可
行
独
得
偸
見
之
、
有
手
抄
、
乃
択

訳
此
巻
、
一
也
。
是
亦
…
以
見
其
用
意
之
所
在
矣
。
設
使

読
者
徒
喜
其
新
奇
取
以
為
話
柄
、
而
不
能
具
有
為
之
志
、

則
豈
可
行
之
意
哉
、
豈
可
行
之
意
哉
。
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嘉
永
甲
寅
肇
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
山
迂
人
題

　

横
山
湖
山
は
廣
瀬
を
「
慷
慨
士
」
と
し
、
こ
の
書
物
の

刊
行
が
「
窃
見
近
時
夷
蛮
之
情
状
、
自
思
為
国
奮
而
進
取
」

即
ち
、
近
年
の
夷
蛮
（
欧
米
）
の
開
国
を
求
め
る
来
航
に

触
発
さ
れ
、
国
の
為
に
奮
闘
し
た
結
果
と
し
て
、
秘
府
（
幕

府
関
連
施
設
）
に
し
か
所
蔵
さ
れ
ず
、
読
む
こ
と
の
困
難

な
『
海
国
図
志
』
を
「
独
得
偸
見
之
、
有
手
抄
、
乃
択
訳
此

巻
（
ど
う
に
か
盗
み
読
み
し
て
、
そ
れ
を
書
き
写
し
、
翻
訳

を
行
っ
た
）」、
と
そ
の
行
為
を
讃
え
て
い
る
。
以
上
見
る
に
、

廣
瀬
が
和
解
本
を
著
す
意
図
は
、
漢
文
の
素
養
や
蘭
学
の
素

養
が
な
い
人
々
に
、
ア
メ
リ
カ
の
現
状
を
理
解
さ
せ
、
ア
メ

リ
カ
の
砲
艦
外
交
に
怖
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
応
す

る
備
え
の
必
要
な
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
と
、
横
山
は
考
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
序
も
、
跋
も
、
和
解
本
の
作

成
者
の
廣
瀬
の
、
武
夫
に
も
日
本
の
危
急
存
亡
の
危
機
と
そ

の
対
処
法
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
志
を
嘉
し
、
併
せ
て
、

そ
の
訳
業
の
意
義
を
述
べ
、
そ
れ
こ
そ
が
当
世
の
急
務
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。　

な
お
、
序
、
跋
を
書
い
た
、
藤
森
大
雅
、
横
山
湖
山
は
当

時
か
な
り
の
著
名
人
で
あ
る
。
序
文
を
書
い
た
、
藤
森
大

雅
（1799

～1862

）
は
、
名
を
弘
庵
と
言
い
、
儒
者
で
小

野
藩
侍
講
、
土
浦
藩
藩
校
教
授
を
経
て
、
江
戸
で
塾
を
開
く
。

勤
王
の
志
士
と
交
わ
り
、「
海
防
備
論
」
を
著
し
、
安
政
の

大
獄
で
は
江
戸
追
放
処
分
と
な
る
（『
講
談
社
日
本
人
名
大

辞
典
』2001

）。
跋
文
の
横
山
（
小
野
）
湖
山
（1814 

～ 
1910

）
は
明
治
期
ま
で
活
躍
し
た
著
名
な
漢
詩
人
。
梁
川
星

巌
、
藤
森
弘
庵
に
師
事
し
、
藤
田
幽
谷
と
交
わ
り
、
安
政
の

大
獄
で
蟄
居
処
分
を
受
け
る
（『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』

2001

）。
廣
瀬
竹
庵
と
藤
森
、
横
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の

序
や
跋
を
読
む
限
り
、
危
急
存
亡
に
な
る
日
本
を
ど
う
に
か

し
て
救
い
た
い
と
い
う
問
題
意
識
、
つ
ま
り
憂
国
の
志
を
共

有
し
て
い
る
よ
う
で
、
あ
る
意
味
の
同
志
と
い
う
関
係
で
あ

ろ
う
か
。
現
在
の
と
こ
ろ
確
た
る
証
拠
は
な
い
。
今
後
の
調

査
に
待
ち
た
い
。
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五
　『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
和
解
の
特
徴

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
藤
森
大
雅
は
こ
の
本
の
序
で
、
廣

瀬
の
和
解
に
つ
い
て
、「
更
用
邦
語
重
訳
之
。
通
暢
平
正
、

於
当
日
事
情
炳
然
如
観
火
。
雖
武
夫
読
之
、
亦
通
暁
」
と
述

べ
、
従
来
の
西
書
（
西
洋
書
）
の
翻
訳
が
原
語
に
拘
泥
し
て

大
変
読
み
に
く
か
っ
た
の
に
比
べ
、
廣
瀬
の
訳
は
「
通
暢
平

正
（
一
気
に
読
め
て
、
わ
か
り
や
す
く
正
確
で
あ
り
）、
リ

テ
ラ
シ
ー
の
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
「
武
夫
」
で
す
ら
こ
れ
を

読
め
ば
理
解
で
き
る
と
評
価
し
て
い
る
。
筆
者
も
廣
瀬
の
和

解
を
読
ん
で
、
藤
森
の
「
通
暢
平
正
」
は
、
こ
の
書
物
の
大

き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、「
通
暢
平
正
」
で
あ
る
廣
瀬
の

和
解
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

先
ず
、
本
書
は
中
国
で
で
き
た
書
物
の
た
め
に
、
中
国

の
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
廣
瀬
は
こ
の
書
物
の
冒
頭

で
「
原
書
ニ
ハ
清
朝
ノ
年
号
ヲ
用
ユ
今
替
ユ
ル
ニ
皇
朝
ノ
年

号
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
ハ
覧
ル
者
ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
カ
為
ナ
リ
」

（『
亜
墨
利
加
総
記
』
本
文
冒
頭
）
と
述
べ
、
和
解
に
お
い
て
、

日
本
の
年
号
に
直
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
は
単
に
「
便
ナ
ラ

シ
メ
ン
カ
為
な
り
」
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
和
解
す
る
の
に
中
国
の
年
号
を
残
す
必
要
は
な
い
と
い

う
彼
の
考
え
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
廣
瀬
竹
庵
は
こ
の
和
解

本
で
中
国
の
訳
語
と
し
て
「
支
那
」
を
選
ん
で
い
る
が
、
そ

の
こ
と
と
大
い
に
係
わ
る
。
後
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。同

時
期
に
刊
行
さ
れ
た
、
他
の
ア
メ
リ
カ
の
部
分
の
和
解

本
、
例
え
ば
正
木
篤
『
美
理
哥
国
総
記
和
解
』
で
は
、「
明

の
万
暦
年
間
に
迨
ん
で
我
天
正
年

中
に
当
る

」
と
し
、
皇
国
隠
士
『
新
国
国

志
通
解
』
で
も
、「
明
の
泰
昌
年
間
我
国
の

元
和
中

」
と
し
、
本
文
で
は

な
く
、
中
国
の
年
号
の
下
に
、
割
り
注
で
日
本
の
年
号
を
入

れ
て
い
る
。
廣
瀬
の
よ
う
に
、
本
文
の
中
国
の
年
号
を
日
本

の
年
号
に
変
え
た
方
が
確
か
に
読
み
や
す
い
。

次
に
『
海
国
図
志
』
の
和
刻
で
も
和
解
で
も
、
大
変
厄
介

な
の
が
、
漢
訳
の
西
洋
の
地
名
、
人
名
な
ど
に
か
な
で
読
み

を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。『
海
国
図
志
』
の
和
刻
本
の
作
成

者
で
あ
る
塩
谷
世
弘
は
「
海
国
図
誌
二
編
（『
俄
羅
斯
国
』、

『
普
魯
社
国
』）
ハ
未
ダ
不
成
、
乍
去
不
遠
公
世
可
仕
由
ニ
御
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座
候
。
塩
谷
先
生
ノ
話
ニ
、
句
点
ハ
易
ケ
レ
ト
モ
、
地
名
、

人
名
等
ニ
箕
作
ノ
カ
ナ
付
ノ
分
、
大
ニ
六
ヶ
敷
由
ニ
てま
ま

、
手

間
取
困
却
之
由
、
是
又
尤
之
事
ニ
御
座
候
也
」【
宮
地
正
人

編
『
幕
末
維
新
風
雲
通
信
』（
東
京
大
学
出
版
会　

1978

）

P.109

】
と
坪
井
信
良
に
述
べ
て
い
る
。
当
代
随
一
の
洋
学

者
箕
作
阮
甫
を
以
て
し
て
も
困
難
を
極
め
た
作
業
で
あ
っ
た

わ
け
だ
が
、『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
書
物
の
漢
訳
地
名
、
人
名
の
読
み
に
つ
い
て
、
考

察
す
る
前
に
そ
の
関
連
で
、
ま
ず
和
刻
本
『
墨
利
加
洲
部
』

（
以
下
和
刻
本
と
略
称
）
と
和
解
本
『
亜
墨
利
加
総
記
』（
以

下
和
解
本
と
略
称
）
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
和
刻
本
は

奥
付
に
よ
れ
ば
「
嘉
永
七
年
庚
寅　

四
月
」
と
あ
る
が
、
実

は
出
版
申
請
書
類
『
市
中
取
締
続
類
集
』「
書
籍
之
部
」
に

よ
れ
ば
、
出
版
の
許
可
は
同
年
七
月
で
あ
る
。
一
方
和
解
本

は
正
編
が
そ
の
見
返
し
に
「
嘉
永
甲
寅
初
夏
新
刊
」
と
あ

り
、続
編
が
そ
の
扉
に
「
嘉
永
七
（1854

）
年
甲
寅
閏
（
七
）

月
」
と
あ
る
が
、『
市
中
取
締
続
類
集
』「
書
籍
之
部
」
に
よ

れ
ば
、
正
編
は
同
年
三
月
に
学
問
所
改
済
み
で
あ
り
、
続
編

は
同
年
七
月
に
学
問
所
改
済
み
で
あ
り
、
和
解
本
作
成
時
に

は
、
和
刻
本
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
和
刻
本
の

漢
訳
の
地
名
、
人
名
の
読
み
を
参
考
に
で
き
な
い
の
み
な
ら

ず
、
和
解
本
の
元
と
す
る
本
文
自
体
も
別
に
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
横
山
湖
山
が
跋
で
「
可
行

独
得
偸
見
之
、
有
手
抄
、
乃
択
訳
此
巻
」
と
あ
り
、
独
自
の

ル
ー
ト
か
ら
入
手
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
廣
瀬
は

独
自
に
漢
訳
の
地
名
、
人
名
に
読
み
を
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
次
に
、
廣
瀬
が
こ
の
書
物
で
、
漢
訳
の
ア
メ
リ
カ
の

地
名
、
人
名
の
読
み
を
ど
の
よ
う
に
つ
け
た
か
を
見
て
い
こ

う
。先

ず
は
和
解
本
に
登
場
す
る
州
名
の
読
み
に
つ
い
て
、
和

刻
本
の
読
み
と
、
順
に
比
較
を
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
先

ず
漢
訳
の
州
名
と
そ
の
下
の
括
弧
内
に
そ
の
英
語
表
記
を
示

し
、
そ
の
次
に
、
和
刻
本
（
刻
と
略
す
）
の
読
み
、
和
解
本

（
解
と
略
す
）
の
読
み
を
順
に
示
す
。
そ
の
語
自
体
が
な
い

場
合
は
「
語
な
し
」
と
記
す
。

費
治
弥
亜
（V

irginia

）
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刻　

ヒ
ル
ギ
ニ
ヤ　

解　

ヒ
ル
ギ
ニ
ヤ

馬
沙
雪
些
（M

assachusetts

）

刻　

マ
ッ
サ
キ
セ
ッ
ツ　

解　

マ
ツ
サ
ニ
セ
ツ

新
韓
賽
（N

ew
 H

am
pshire

）

刻　

ニ
ー
ウ
ハ
ム
フ
シ
ン　

解　

ハ
ン
プ
シ
ン
（
新
に
ル
ビ

無
）

羅
底
島
（Rhode Island

）

刻　

ロ
ー
デ
イ
ス
（
島
に
は
ル
ビ
な
し
）
解　

ロ
ー
デ
イ
ス
ラ

ン
ド

新
約
基
（N

ew
 Y

ork

）

刻　

ニ
ー
ウ
ヨ
ル
ク　

解　

子
ウ
ヨ
ル
ク
（
子
は
ネ
の
変
体
仮

名
）

新
遮
些
（N

ew
 Jersey

）

刻　

子
ウ
エ
ル
セ
イ　

解　

子
ウ
エ
ル
セ
イ

底
拉
華
（D

elaw
are

）

刻　

テ
ラ
ワ
レ　

解　

デ
ラ
ワ
ー
レ

辺
西
耳
文
（Pennsylvania

）

刻　

ベ
ン
セ
イ
ル
ハ
ニ
ア　

解　

ペ
ン
セ
ー
ル
フ
ア
ニ
ー　

馬
理
蘭
（M

aryIsland

）

刻　

マ
レ
イ
ラ
ン
ド　

解　

マ
レ
イ
ラ
ン
ド

南
駕
羅
連
（South Carolina

）

刻　

ソ
イ
ド
カ
ロ
ニ
ナ　

解　

ソ
イ
ト
カ
ロ
ニ
ナ

北
駕
羅
連
（N

orth Carolina

）

刻　

ノ
ー
ド
ル
カ
ロ
ニ
ナ　

解　

ノ
ー
ル
ド
カ
ロ
ニ
ナ

磋
治
亜
（Georgia

）

刻　

ケ
ヲ
ル
キ
ア　

解　

ゲ
ヲ
ル
ニ
キ
ア

干
尼
底
吉
（Connecticut

）　

刻　

コ
ン
子
ク
チ
キ
ユ
ト　

解　

コ
ン
子
ク
チ
ク
ュ
ツ
ト

華
満
部
（V

erm
ont

）

刻　

フ
ル
モ
ン
ト　

解　

フ
ル
モ
ン
ト　

建
大
基
部
（K

entucky

）

刻　

ケ
ン
チ
ュ
ケ
イ　

解　

ケ
ン
テ
ュ
ケ
イ　
　
　
　

典
尼
西
部
（T

ennessee

）　

刻　

テ
ン
子
ツ
セ
ノ　

解　

テ
ン
ニ
ス　

阿
嘻
阿
部
（O

hio

）

刻　

オ
ヒ
オ　

解　

ヲ
イ
ヲ　

累
斯
安
部
（Louisiana

）　

刻　

ロ
イ
シ
ア
ナ　

解　

ロ
イ
シ
ア
ナ　
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引
底
安
部
（Indiana

）

刻　

イ
ン
チ
ア
ナ　

解　

イ
ン
チ
ア
ナ　

美
士
細
比
（M

ississippi

）

刻　

ミ
ツ
ツ
シ
ツ
ヒ　

解　

ミ
ス
シ
ス
シ
ッ
ピ　

伊
理
奈
（Illinois
）

刻　

イ
ル
リ
ノ
イ
ス　

解　

イ
ル
リ
ノ
イ
ス

亜
喇
罷
麻
（A

labam
a

）

刻　

ア
ラ
ビ
マ　

解　

語
な
し

緬
部
（M

aine

）

刻　

メ
イ
子　

解　

マ
イ
子　

美
蘇
里
（M

issouri

）

刻　

ミ
ツ
ソ
ウ
リ　

解　

ミ
ツ
ソ
ー
リ

阿
干
蘇
（A

rkansas

）　

刻　

ル
カ
ン
サ
ス　

解　

ア
ル
カ
ン
サ
ス

美
是
干
（M
ichigan

）

刻　

ミ
シ
カ
ン　

解　

ミ
シ
カ
ン

　
読
み
は
全
く
同
じ
も
の
も
あ
る
し
、
近
い
が
微
妙
に
違
う

も
の
も
あ
る
が
、
大
き
な
違
い
は
あ
ま
り
な
い
。
和
刻
本
の

実
質
的
作
成
者
で
あ
る
河
田
迪
斎
は
高
名
な
儒
学
者
で
は
あ

る
が
、
蘭
学
の
素
養
が
な
い
の
で
、
漢
訳
地
名
な
ど
の
読
み

は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
最
低
限
度
の
も
の
を
専
門
家
に
依
頼

し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
和
刻
本
に

は
、
漢
訳
の
地
名
の
み
な
ら
ず
、
人
名
に
も
読
み
が
振
っ
て

い
な
い
も
の
が
多
い
。
廣
瀬
は
そ
の
経
歴
か
ら
蘭
学
者
で
も

あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ア
メ
リ
カ
地
誌
の
書
物
の
原
語
か
ら
、

読
み
を
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
河
田
の
依
頼
し
た
専
門

家
も
そ
う
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
読
み
に
若
干
の
違
い
が
あ

る
の
は
当
然
で
は
あ
る
。
当
時
、
こ
の
方
面
で
参
考
と
な
る

書
物
は
箕
作
省
吾
（
箕
作
阮
甫
の
女
婿
）
の
著
し
た
『
坤
輿

図
識
』
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
世
界
地
理
書
の
巻
四
下
の
ア

メ
リ
カ
の
地
誌
、「
共
和
政
治
総
説
」
に
ア
メ
リ
カ
の
三
十

州
が
カ
タ
カ
ナ
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
既
に
掲
げ
た
州

名
の
和
解
本
の
読
み
を
比
べ
る
と
、
十
州
は
全
く
同
じ
、
そ

れ
以
外
も
か
な
り
近
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
書
物
を

参
考
に
し
た
と
い
う
よ
り
、
結
果
と
し
て
一
致
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
廣
瀬
の
蘭
学
の
力
の
高
い
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
冒
頭
の
部
分
に
「
壓
瀾
的
海
」
と

う
海
の
名
前
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
「
大
西
洋
」
の
こ
と
で
、

当
時
日
本
の
西
洋
の
学
問
は
蘭
学
が
主
流
で
あ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
語
で
は
「A

tlantische O
ceaan

」
で
あ
る
。
そ
の
カ

タ
カ
ナ
読
み
は
「O

ceaan

」
を
除
く
と
「
ア
ラ
ン
テ
ィ
セ
」

と
な
る
。
和
刻
本
で
は
「
ア
ラ
テ
」、
和
解
本
で
は
「
ア
タ

ラ
ン
チ
セ
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
り
、
廣
瀬
の
方
が
音
訳
と

し
て
正
確
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
廣
瀬
の
蘭
学
の
能
力
の
高
さ

の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

続
い
て
、
漢
訳
人
名
の
読
み
に
つ
い
て
、
大
統
領
を
例

に
見
て
い
く
。
和
刻
本
で
は
初
代
の
華
盛
頓
（George 

W
ashington

）
に
「
ワ
シ
ン
ト
ン
」
と
読
み
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
和
解
本
で
は
第
二
代
の
阿

丹
士
（John A

dam
s

）
に
は
「
ア
ー
タ
ム
ス
」、
第
三
代

の
遮
費
遜
（T
hom

as Jefferson

）
に
は
「
ヱ
ツ
ピ
ル
ソ

ン
」、
第
四
代
の
馬
底
遜
（Jam

es M
adison

）
に
は
「
マ

ヂ
ソ
ン
」、
第
五
代
の
満
羅
（Jam

es M
onroe

）
に
は

「
モ
ン
ル
ー
」、
第
六
代
の
阿
丹
士
之
子
（John Q

uincy 
A

dam
s

）
に
は
「
ア
ー
ダ
ム
シ
ス
」、
第
七
代
の
査
其
遜

（A
ndrew

 Jackson

）
に
は
「
ヤ
ク
ソ
ン
」、
第
八
代
の
泛

標
倫
（M
artin V

an Buren

）
に
は
「
ハ
ン
ビ
ュ
レ
ン
」

と
読
み
を
付
け
て
い
る
。
第
六
代
以
外
は
ほ
ぼ
正
確
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
廣
瀬
は
こ
の
書
物
で
、
蘭
学
の
能
力
を
駆

使
し
て
、
漢
訳
地
名
、
人
名
の
読
み
を
懸
命
に
付
け
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
蘭
学
の
素
養
（
基
本
的
な
自
然
科
学
の
知
識
）
の
な

い
人
に
わ
か
り
に
く
い
部
分
を
ど
う
和
解
し
た
か
を
見
て
み

よ
う
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、『
亜
墨
利
加
総
記
』
冒
頭
の
部

分
で
、
ア
メ
リ
カ
の
位
置
を
緯
度
と
経
度
で
示
し
、
併
せ
て

中
国
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
然
科
学
に
な
じ
み
の

な
い
当
時
の
普
通
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
地
球
が

球
体
で
あ
り
、
そ
の
地
球
の
あ
る
場
所
の
位
置
を
緯
度
と
経

度
と
で
示
す
こ
と
自
体
、
理
解
し
づ
ら
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
廣
瀬
は
次
の
よ
う
に
和
解
し
て
い
る
。
和
刻
本
の
該

当
箇
所
と
も
に
示
す
。

和
刻
本

美
理
哥
国
志
略
ニ

曰
圜
地
周
圍
三
百
六
十
度
、
以
テ
レ

天
ヲ

測
ル
レ

地
ヲ
、

則
美
理
哥
地
。
屬
ス
二

七
十
餘
度
ニ
一

、
中
国
モ

亦
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屬
ス
二

七
十
餘
度
一

。
若
シ

以
テ
二

南
北
圜
地
ヲ
一

而
計
ル
、

周
圍
モ

亦
三
百
六
十
度
、
內
三
十
餘
度
、
美
理
哥
国
、
三
十
餘
度
、

屬
ス

二

中
国
ニ

一

。
中
国
之
京
城
、
與
二

北
極
一

相
去
ル

不
レ

過
二

五
十
二
度
ニ
一

、
而
美
理
哥
国
之
都
城
、
與
二

北
極
一

相
去
ル
、

亦

不
レ

過
キ
二

五
十
二
度
ニ
一

。
所
ン
レ

以
二

美
理
哥
国
之
北
甚
タ

寒
キ
一

、

而
中
国
之
北
モ

亦
然
リ

。
自
リ
二

赤
道
一

至
ル
二

中
国
之
南
ニ
一

、
相

去
ル

不
レ

過
キ
二

二
十
度
ニ

一

、
而
美
理
哥
之
南
至
ル

二

赤
道
ニ

一

、

亦
不
レ

過
キ
二

相
去
ル

二
十
九
度
ニ
一

。
中
国
之
東
有
リ
二

大
洋
一

、

而
美
理
哥
之
東
モ

亦
然
リ

。
可
レ

知
二
地
東
南
北
皆
ナ

無
キ
ヲ

レ

異
ナ
ル

。
惟
中
国
之
西
、
皆
ナ

列
国
為
ス
二

交
界
ヲ
一

、
而
美
理
哥

西
、
則
茫
茫
ト
メ

無
シ
レ

際
焉
。
美
理
哥
北
有
リ
二

英
吉
利
附
庸
之

国
一

、
南
有
リ

二

墨
息
哥
国
案
墨
息
即
墨
西
西

科
、
亦
作
墨
是
可

一

、
東
有
リ

二

壓ア

瀾ラ

的テ

海
一

、

西
有
リ
二

太
平
海
一

、
然
ル
ニ

以
テ
二

普
天
ノ

下
ヲ
一

分
テ

為
シ
二

二
十
一

分
ト

一

、
而
兼
攝
邦
国
僅
ニ

屬
ス

二

一
分
ニ

一

矣
。

和
解
本

亜ア

墨メ

利リ

加カ

国
志
略
曰
全
地
球
ノ
周
囲
三
百
六
十
度
ナ
リ
天

ノ
度
ヲ
以
テ
地
ヲ
測
量
ス
レ
ハ
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ノ
地
ハ
七
十
餘
度

ニ
属
ス
支カ
那ラ
モ
亦
七
十
餘
度
ニ
属
ス
若
シ
又
地
球
南
北
ノ
園

地
ヲ
以
テ
計
レ
ハ
周
囲
モ
亦
三
百
六
十
度
ソ
ノ
内
三
十
餘
度

ハ
亜ア

墨メ

利リ

加カ

国
ニ
属
シ
三
十
餘
度
ハ
支カ
那ラ
ニ
属
ス
支カ
那ラ
ノ
京

城
北
極
ヲ
相
ヒ
去
ル
ヿ
五
十
度
ニ
過
キ
ス
亜ア

墨メ

利リ

加カ

国
ノ
都

城
モ
亦
北
極
ト
相
ヒ
去
ル
ヿ
五
十
二
度
ニ
過
ギ
ズ
是
レ
亜ア

墨メ

利リ

加カ

国
ノ
北
方
ハ
甚
寒
ク
シ
テ
支カ
那ラ
ノ
北
辺
モ
亦
寒
気
甚
キ

所
以
ナ
リ
赤
道
ヨ
り
支カ
那ラ
ノ
南
二
至
リ
相
ヒ
去
ル
ヿ
二
十
度

二
過
キ
ス
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ノ
南
モ
赤
道
二
至
ル
ヿ
二
十
九
度
ニ
過

キ
ス
。
支カ
那ラ
ノ
東
ハ
茫
々
タ
ル
大
洋
ナ
リ
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ノ
東
モ

亦
渺
々
タ
ル
大
海
ナ
リ
東
南
北
ハ
皆
ト
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ノ
異
ナ
ル

ヿ
無
キ
ヲ
知
ル
ヘ
シ
只
支カ
那ラ
ノ
西
ハ
欧エ
ウ
ロ
ツ
パ

羅
巴
ノ
諸
国
ヘ
地
続

キ
ナ
リ
亜ア

墨メ

利リ

加カ

ノ
西
ハ
茫
然
ト
シ
テ
限
リ
無
キ
大
洋
ナ
リ

亜
墨
利
加
ノ
北
ニ
英イ

吉ギ

利リ
ス

ノ
領
分
ア
リ
南
ニ
墨
是
可
国
ア
リ

東
ニ
壓ア
タ
ラ
ン
チ
セ

瀾
的
海
ア
リ
西
ニ
太
平
海
ア
リ
蓋
シ
全
世
界
ヲ
分
ケ

テ
二
十
一
分
ト
為
シ
合
衆
国
ハ
僅
二
其
一
分
ナ
リ
。

最
初
の
部
分
「
圜
地
周
圍
三
百
六
十
度
、
以
テ
レ

天
ヲ

測
ル
レ

地
ヲ

」
は
、
特
に
原
語
そ
の
ま
ま
で
は
理
解
が
難
し
い
。
廣

瀬
竹
庵
は
「
全
地
球
ノ
周
囲
三
百
六
十
度
ナ
リ
天
ノ
度
ヲ

以
テ
地
ヲ
測
量
ス
レ
ハ
」
と
和
解
し
て
い
る
。「
圜
地
」
を

「
地
球
」
に
置
き
替
え
、「
天
」
を
「
天
の
度
（
緯
度
、
経
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度
）」
に
置
き
替
え
、「
測
ル

レ

地
ヲ

」
を
「
地
を
測
量
す
れ
ば
」

と
言
葉
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
分
か
り
易
い

よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
る
。
漢
籍
の
和
解
は
や
や
も
す
る
と
、

漢
文
書
き
下
し
調
に
な
り
が
ち
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
の
廣
瀬

竹
庵
の
和
解
を
見
る
と
、
今
で
言
う
翻
訳
に
近
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
箇
所
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を
示
す
「
美
理
哥

国
」
や
、
原
語
の
「
中
国
」
を
、
単
に
ル
ビ
を
振
る
の
で
な

く
、
訳
語
で
あ
る
「
亜
墨
利
加
」、「
支
那
」
に
置
き
か
え
て
、

「
亜
墨
利
加
」
の
右
側
に
は
「
ア
メ
リ
カ
」
と
、「
支
那
」
の

左
側
に
「
カ
ラ
」
と
ル
ビ
を
付
け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
音

訳
語
の
「
亜
墨
利
加
」
を
用
い
た
の
は
よ
い
と
し
て
、
な
ぜ

中
国
は
「
中
国
」
で
は
な
く
、「
支
那
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
こ
れ
は
廣
瀬
竹
庵
の
中
国
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス

の
表
れ
と
言
っ
て
よ
い
。
当
時
、
日
本
で
は
、
中
国
を
、
普

通
、
か
な
で
は
、「
か
ら
」
と
書
き
、
漢
字
で
は
普
通
、「
唐

国
」、「
漢
国
」
と
書
き
、
中
国
の
文
化
・
学
問
の
優
位
性
を

認
め
れ
ば
、「
中
華
」
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
廣
瀬
竹
庵
は

な
ぜ
中
国
の
訳
語
に
「
支
那
」
を
選
ん
だ
の
か
、
こ
れ
に
は

そ
れ
な
り
の
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

渡
辺
浩
は
「
蘭
学
者
た
ち
は
、
こ
う
し
て
儒
学
的
意
識
を

持
ち
つ
つ
、
直
接
に
学
ぶ
相
手
を
「
中
華
」
か
ら
西
洋
に
切

り
換
え
た
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
も
う
大
陸
を
「
中
華
」
す

な
わ
ち
世
界
の
中
心
と
は
呼
べ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

呼
称
自
体
を
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
採
り
入
れ
た
。「
支
那
」
で

あ
る
」【
渡
辺
浩
『
日
本
政
治
思
想
史
』（
東
京
大
学
出
版
会

　

2010

）P.349

～350

】

と
言
う
。
蘭
学
者
で
も
あ
る
廣
瀬
竹
庵
が
「
支
那
」
を
訳
語

と
し
て
選
ん
だ
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

更
に
、
廣
瀬
竹
庵
の
和
解
に
つ
い
て
、
そ
の
例
に
即
し
て
、

そ
の
方
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
検
討
し
て
い
こ

う
。

和
刻
本

原
ト

夫
レ

創
国
之
始
メ

。
即
チ

有
二

伊
大
里
。
法
蘭
西
。
西
班

雅
。
英
吉
利
。
荷
蘭
等
ノ

国
人
一

。
①
迢
遞
メ

而
至
リ

。
貿
易

至
リ
レ

今
二

。
不
レ

過
キ
ニ

三
四
百
年
ニ
一

。
外
国
ノ
至
ル
者
モ

亦

年
ニ

來
リ

年
ニ

返
ル

。
後
見
テ
下

其
無
ク
二

国
主
一

。
民
散
シ

俗
樸
ナ
ル
ヲ
上

。
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無
シ
レ

不
ル
レ

欲
セ
レ

奪
フ
ヲ
二

其
土
地
ヲ
一

。
②
適
く

值
ヒ
二

年
荒
ス
ル
ニ
一

。

民
多
ク

就
ニ

食
ニ

於
別
国
一

。
勢
益
く

渙
散
ス

。
③
各
国
遂
二

加
ル
ニ
レ

之
ヲ

以
テ
ス

二

師
旅
ヲ

一

。
新
国
不
レ

能
ハ

二

自
立
ス
ル

一

。

和
解
本

夫
ノ
開
国
ノ
始
ヲ
原
ヌ
ル
ニ
伊イ
タ
リ
ヤ

太
里
、
法フ
ラ
ン
ス

蘭
西
、
西イ
ス
パ
ヤ

班
牙
、

英イ
ギ
リ
ス

吉
利
、
荷オ
ラ
ン
ダ蘭
等
ノ
国
人
年
々
至
テ
交
易
ヲ
ナ
ス
其
後
チ
其

国
ニ
国
主
タ
ル
者
無
ク
人
民
散
居
シ
テ
風
俗
朴
実
ナ
ル
ヲ
見

込
ン
テ
人
々
其
土
地
ヲ
奪
フ
ヿ
ヲ
欲
セ
サ
ル
モ
ノ
無
シ
或
ル

年
饑
饉
ニ
逢
ヒ
其
人
民
多
ク
他
国
ヘ
立
チ
去
リ
国
勢
イ
ヨ
く

散
渙
シ
テ
遂
ニ
各
国
ヨ
リ
兵
船
ヲ
サ
シ
ム
ケ
其
国
ハ
自
立
ス

ル
ヿ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ

和
刻
本
の
傍
線
の
部
分
①
か
ら
③
は
和
刻
本
の
原
語
だ
け

読
ん
だ
ら
、
意
味
の
わ
か
り
に
く
い
箇
所
で
あ
る
。
廣
瀬
竹

庵
は
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
和
解
し
て
い
る
。
以
下
、

原
文
と
和
解
を
並
べ
て
、
比
較
す
る
と
、

①
迢
遞
メ

而
至
リ

。
貿
易
至
リ
レ

今
二

。

　

年
々
至
テ
交
易
ヲ
ナ
ス

②
適
く

值
ヒ
二

年
荒
ス
ル
ニ
一

。
民
多
ク

就
ニ

食
ニ

於
別
国
一

。

　

或
ル
年
饑
饉
ニ
逢
ヒ
其
人
民
多
ク
他
国
ヘ
立
チ
去
リ

③
各
国
遂
二

加
ル
ニ
レ

之
ヲ

以
テ
ス
二

師
旅
ヲ
一

　

各
国
ヨ
リ
兵
船
ヲ
サ
シ
ム
ケ

　

①
で
は
、
和
刻
本
の
難
解
な
語
「
迢
遞
」
が
和
解
で
は
、

「
年
々
」
に
替
え
ら
れ
、
和
刻
本
の
、
当
時
日
本
で
は
あ
ま

り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
貿
易
」
を
、
和
解
で
は
当
時
よ

く
使
わ
れ
て
い
た
「
交
易
」
に
替
え
て
い
る
。

　

②
で
は
、
和
刻
本
の
分
か
り
に
く
い
語
「
年
荒
」
を
「
饑

饉
」
に
替
え
、「
就
ニ

食
ニ

於
別
国
一

」
を
「
他
国
ヘ
立
チ
去

リ
」
と
、
言
い
換
え
て
い
る
。

　

③
で
は
「
加
ル
ニ
レ

之
ヲ

以
テ
ス
二

師
旅
ヲ
一

」
と
い
う
漢
文
の
分

か
り
に
く
い
表
現
を
「
兵
船
ヲ
サ
シ
ム
ケ
」
と
言
い
換
え
て
、

意
味
を
明
瞭
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
廣
瀬

竹
庵
は
、
和
解
で
は
、
難
解
な
言
葉
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉

に
、
当
時
日
本
語
と
し
て
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
言
葉
を
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
替
え
た
。
ま
た
、
全
体
の
意
味
が

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
原
文
を
言
い
換
え
て
も
い
る
。
こ
こ
に

挙
げ
た
例
か
ら
み
る
と
、
廣
瀬
竹
庵
の
和
解
は
、
先
程
確
認

し
た
、
今
日
で
言
う
、
翻
訳
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
他
の
和
解
の
例
も
見
て
い
こ
う
。
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和
刻
本

①
美
理
哥
出
テ

商
ス
ル
二

外
国
ニ
一

者
。
其
始
極
テ

少
シ

。
今
已
蕃

盛
ス

。
乾
隆
五
十
五
年
②
共
ニ

計
ル

外
商
本
利
銀
一
千
九
百
万

員
。
至
レ
ハ

二

嘉
慶
元
年
ニ

一

。
則
六
千
七
百
万
員
。
其
貨
物

不
レ

過
キ
二

魚
油
獣
皮
牛
羊
猪
馬
煙
綿
花
五
穀
等
ノ

類
ニ
一

。
工

作
ハ

則
有
二

鉄
器
磁
器
木
器
玻
璃
器
一

而
已
。
国
中
関
税
甚
ク

少
シ

。
無
レ

論
レ

入
ル
ニ
レ

貨
ヲ

出
ス
レ

貨
ヲ

。
皆
ナ

無
二

重
斂
一

。

和
解
本

亜ア

墨メ

利リ

加カ

合
衆
国
ヨ
リ
他
国
ヘ
出
テ
交
易
ス
ル
ヿ
其
始
ハ
極

テ
少
キ
ヿ
ナ
リ
シ
ガ
当
時
ニ
至
テ
ハ
甚
盛
ン
ナ
リ
我
カ
寛
政

二
年
他
国
ニ
於
テ
交
易
ノ
利
銀
ヲ
総
計
ス
ル
ニ
一
千
九
百
万

員
ナ
リ
同
八
年
ニ
至
リ
テ
ハ
既
ニ
六
千
七
百
万
員
ニ
登
レ
リ

其
交
易
ノ
品
ハ
魚ギョ
油トウ 

獣
皮
牛
羊
猪
馬
煙タ
バ

葉コ

綿ワ
花タ 
五
穀
等
ノ

類
ニ
過
ズ
其
細
工
モ
ノ
ハ
鉄カナ
器モノ 

磁ヤキ
器モノ 

木キ
器グ 

玻ハ

璃リ

器
ノ
ミ
ナ

リ
。
其
国
中
ニ
於
テ
年
貢
ノ
収
方
甚
少
ク
貨シロ
物モノ 

ノ
出
入
ニ

差
別
ナ
ク
一
々
運
上
ヲ
収
納
ス
ル
ヿ
ハ
コ
レ
無
キ
也

傍
線
部
①
、
傍
線
部
②
の
和
刻
本
の
原
文
と
そ
れ
に
対
応

す
る
和
解
本
の
和
解
を
並
べ
て
み
る
と

①
美
理
哥
出
テ

商
ス
ル
二

外
国
ニ
一

者

亜ア

墨メ

利リ

加カ

合
衆
国
ヨ
リ
他
国
ヘ
出
テ
交
易
ス
ル
ヿ

②
共
ニ

計
ル

外
商
本
利
銀

他
国
ニ
於
テ
交
易
ノ
利
銀
ヲ
総
計
ス
ル
ニ

①
も
②
も
原
文
が
そ
れ
ほ
ど
難
解
と
言
う
訳
で
は
な
い
が
、

和
解
は
い
ず
れ
も
文
の
意
味
が
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
、
単
語
が
当
時
の
日
本
で
は
難
解
な
語
、「
関
税
」、

「
重
斂
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
年
貢
」、「
運
上
ヲ
収
納
す
る
こ
と
」

と
少
し
意
訳
で
は
あ
る
が
、
和
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
和
解

で
も
、
原
文
の
語
の
ま
ま
で
は
あ
る
が
、「
魚
油
」、「
綿
花
」、

「
鉄
器
」、「
磁
器
」、「
木
器
」、「
貨
物
」
に
そ
の
後
の
左
側

に
カ
タ
カ
ナ
で
「
ギ
ョ
ト
ウ
（
魚
の
脂
肪
で
作
っ
た
魚
灯

油
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
新
訂
版
、
以
下
同
じ
）」、「
ワ
タ
」、

「
カ
ナ
モ
ノ
（
金
属
製
器
具
の
総
称
）」、「
ヤ
キ
モ
ノ
（
陶

器
・
磁
器
・
土
器
な
ど
、
土
や
石
の
粉
末
を
焼
い
て
作
っ
た

も
の
の
総
称
。）」、「
キ
グ
（
檜
（
ひ
の
き
）
の
白
木
な
ど
で

作
っ
た
、
漆
を
塗
ら
な
い
器
物
。）」、「
シ
ロ
モ
ノ
（
売
買
す

る
品
物
。
商
品
）」
と
そ
の
意
味
が
付
け
て
あ
る
。
そ
れ
ら

と
同
じ
場
所
に
あ
る
和
刻
本
の
「
煙
」
は
和
解
本
で
は
「
煙

草
」
と
和
解
さ
れ
、
そ
の
語
の
意
味
が
そ
の
左
側
に
「
タ
バ
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コ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
付
け
て
あ
る
。

以
上
、『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
和
解
に
つ
い
て
、
そ
の
例

に
即
し
て
検
討
し
て
き
た
。
年
号
を
中
国
の
も
の
か
ら
日
本

の
も
の
に
換
え
、
漢
訳
の
地
名
、
人
名
に
は
な
る
べ
く
読
み

を
付
け
た
。
そ
れ
か
ら
、
難
解
な
語
、
当
時
一
般
的
で
な
い

語
は
当
時
に
お
い
て
わ
か
り
や
す
い
語
に
置
き
換
え
、
ま
た
、

難
解
な
表
現
や
、
当
時
の
一
般
的
読
者
に
と
っ
て
読
み
に
く

い
表
現
に
つ
い
て
は
、
意
訳
を
含
め
て
わ
か
り
や
す
い
文
に

換
え
て
い
る
。
廣
瀬
竹
庵
の
和
解
は
、
所
謂
漢
文
読
み
下
し

的
な
も
の
で
は
な
い
。
今
日
で
言
う
翻
訳
に
近
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
藤
森
大
雅
が
そ
の
序
で
述
べ
る
「
通
暢
平
正
、
於

当
日
事
情
炳
然
如
観
火
。
雖
武
夫
読
之
、
亦
通
暁
」
と
い
う

の
は
決
し
て
単
な
る
仲
間
褒
め
で
は
な
い
。
既
に
鈴
木
俊
幸

が
『
江
戸
の
読
書
熱
』（
平
凡
社　

2007

）
で
述
べ
る
よ
う
に
、

江
戸
後
期
に
お
い
て
、
識
字
層
が
拡
大
し
、
彼
ら
は
読
書
を

渇
望
し
て
い
た
。
日
本
中
に
広
が
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
高
揚

の
時
節
柄
も
あ
り
、
こ
の
和
解
本
『
亜
墨
利
加
総
記
』
は
こ

の
和
解
の
仕
方
を
見
て
も
、
多
く
の
読
者
を
持
っ
た
こ
と
は

十
分
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
　『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
影
響

さ
て
、
こ
れ
ま
で
『
亜
墨
利
加
総
記
』
三
編
の
内
容
、
出

版
意
図
、
和
解
の
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
き
た
。
こ
の

書
物
の
内
容
や
和
解
の
文
章
か
ら
見
て
、
当
時
多
く
の
読
者

を
持
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
当
時
の
人
々
が
ど
の

よ
う
に
読
ん
だ
か
、
同
時
代
人
の
日
記
、
書
簡
を
色
々
と
調

べ
て
み
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
記
録
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
和
刻
本
『
海
国
図
志
』
の
方

は
、
吉
田
松
陰
の
『
海
国
図
志
』
受
容
を
主
な
テ
ー
マ
と
し

た
「『
海
国
図
志
』
と
吉
田
松
陰
：
幕
末
に
お
け
る
西
洋
事

情
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
化
』70　

2012

）
発
表
後
、

現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
、
同
時
代
人
の
日
記
、
書
簡
を
読
み
、

そ
れ
な
り
の
数
の
記
録
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
で

発
表
し
た
「
试
论
《
海
国
图
志
》
对
近
代
东
亚
摄
取
海
外
情

报
的
贡
献
」（『
日
本
学
研
究
』30　

2019

）
に
幾
例
か
挙
げ

て
お
い
た
。

こ
こ
で
は
、
私
が
発
見
し
た
、
同
時
代
の
『
亜
墨
利
加
総

記
』
に
触
れ
た
記
録
と
そ
れ
に
関
連
し
た
『
海
国
図
志
』
に
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係
わ
る
記
録
を
紹
介
す
る
。

そ
の
記
録
は
、
幕
府
の
奥
医
師
を
務
め
た
坪
井
信
良

（1823
～1904

）
が
実
兄
佐
渡
三
良
（1820

～1879

）
に

送
っ
た
書
簡
（
宮
地
正
人
編
『
幕
末
維
新
風
雲
通
信
』
東
京

大
学
出
版
会　

1978

）
の
中
に
あ
る
。
書
簡
の
日
付
順
に
並

べ
る
こ
と
と
す
る
。

嘉
永
七
年
七
月
二
十
三
日
付
書
翰
（
前
掲
書P.86

）

　

新
板
亜
墨
利
加
誌
一
冊
拝
呈
候
。

同
年
閏
七
月
二
十
三
日
付
書
翰
（P.89

）

　

清
人
林
則
徐
訳
訳
述
海
国
図
誌
之
内
先
ア
メ
リ
カ
之
部

六
冊
上
木
出
板
、
至
極
面
白
物
ニ
御
座
候
御
入
用
ナ
レ
ハ

御
申
遣
可
被
下
候
。
代
料
金
弐
歩
ニ
御
座
候
。

同
年
八
月
十
七
日
付
書
翰
（P.95

）

　

ア
メ
リ
カ
誌
御
礼
傷
入
申
候
。
今
度
続
刻
一
冊
上
木
ニ

相
成
申
候
。
後
日
指
上
可
申
候
。

同
年
九
月
十
日
付
書
翰
（P.96

～97

）

　

手
代
惣
八
ニ
ハ
海
国
図
誌
托
上
申
候
処
、
右
之
取
込

（
惣
八
の
急
死
）
故
、
御
入
手
之
処
定
テ
遅
滞
之
事
と
奉

存
候
。
ア
メ
リ
カ
総
記
・
医
籍
考
等
之
御
礼
痛
入
申
候
。

加
之
御
菓
子
料
と
し
て
金
壱
封
御
恵
投
被
下
、
不
存
寄
ル

義
忝
奉
拝
受
候
。
今
便
ア
メ
リ
カ
続
記
二
冊
拝
呈
仕
候
。

御
笑
留
可
被
下
候
。
右
ハ
皆
海
国
図
志
中
之
抜
萃
ニ
御
座

候
故
、
全
書
上
木
之
上
ニ
テ
ハ
不
珍
之
事
ニ
御
座
候
。
扨

亦
海
国
図
志
ハ
全
部
六
十
巻
物
也
。
右
之
内
先
日
上
木
之

ア
メ
リ
カ
之
部
ハ
林
塾
川
田
生
之
句
読
ニ
御
座
候
。
今
般

又
別
ニ
本
書
之
順
之
通
リ
ニ
川
路
之
世
話
ニ
テ
塩
谷
甲
蔵

之
句
読
、
地
名
等
ハ
箕
作
元
甫
之
書
入
ニ
テ
、
近
刻
ニ
相

成
可
申
趣
ニ
御
座
候
。
漢
土
ニ
テ
も
無
比
之
要
書
と
奉
存

候
。
過
日
鳥
渡
甲
蔵
方
ニ
テ
本
書
之
目
録
ヲ
一
見
仕
リ
、

実
ニ
全
完
備
之
大
著
述
、
当
今
輒
要
之
急
務
ト
奉
存
候　

十
月
四
日
付
書
翰
（P.98

）

こ
こ
に
引
用
し
た
坪
井
信
良
が
実
兄
佐
渡
三
良
に
宛
て
た

書
簡
に
は
、
坪
井
信
良
が
福
井
藩
藩
医
、
後
に
幕
府
の
奥
医

師
と
で
あ
っ
た
関
係
で
得
た
、
当
時
の
貴
重
な
情
報
や
当
時

話
題
と
な
っ
た
書
物
の
情
報
も
満
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

信
良
が
兄
に
話
題
と
な
っ
た
書
物
を
送
っ
た
記
録
で
も
あ
る
。
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幕
末
研
究
に
は
必
須
の
資
料
で
あ
り
、
ま
た
当
時
の
書
物
に

つ
い
て
の
情
報
を
得
る
た
め
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
今

回
筆
者
が
発
見
し
た
よ
う
に
、『
亜
墨
利
加
総
記
』
の
情
報

も
記
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
書
簡
に
載
っ
て
い
る
こ
の
書
物
の
情
報
は
、
傍
線
部

四
カ
所
で
あ
る
。
七
月
二
十
三
日
付
書
簡
に
は
「
新
板
亜
墨

利
加
誌
一
冊
」
即
ち
『
墨
利
加
総
記（

（1
（

』
を
兄
に
手
紙
と
と
も

に
送
る
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
八
月
十
七
日
付
書
簡
に
は
、

そ
れ
に
対
す
る
兄
の
礼
状
に
対
す
る
坪
井
の
お
礼
と
、「
続

刻
一
冊
」
即
ち
『
続
亜
墨
利
加
総
記（

（1
（

』
が
刊
行
さ
れ
る
か

ら
、
必
要
な
ら
送
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
九
月
十
日
付
書

簡
に
は
、『
ア
メ
リ
カ
総
記
（
亜
墨
利
加
総
記
）』
に
対
す
る

兄
の
礼
状
と
、
兄
か
ら
の
菓
子
料
へ
の
お
礼
、『
続
亜
墨
利

加
総
記
』
を
兄
に
手
紙
と
と
も
に
送
る
旨
の
記
載
と
と
も
に
、

『
和
刻
本　

墨
利
加
洲
部
』
が
出
版
さ
れ
る
と
こ
の
書
物
は

抜
粋
な
の
で
珍
し
く
も
な
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
る
。
併

せ
て
『
海
国
図
志
』
に
対
す
る
「
漢
土
ニ
テ
モ
無
比
之
要
書
」、

「
実
ニ
全
完
備
之
大
著
述
」、「
当
今
要
之
急
務
」
と
い
う
高

い
評
価
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
坪
井
に
と
っ
て
、『
亜
墨
利

加
総
記
』
は
『
海
国
図
志
』
の
和
刻
本
に
比
べ
れ
ば
、
珍
し

く
も
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
兄
に
送
る
ぐ
ら
い
だ
か

ら
、
価
値
が
な
い
訳
で
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

今
後
と
も
、
同
時
代
の
日
記
、
書
簡
、
随
筆
を
読
み
、

『
亜
墨
利
加
総
記
』
に
つ
い
て
の
情
報
を
探
す
こ
と
に
努
め
、

同
書
受
容
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

七
　
結
び

さ
て
、
本
稿
で
は
『
亜
墨
利
加
総
記
』
三
篇
の
内
容
、
作

成
者
の
出
版
意
図
、
和
解
の
手
法
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
き

た
。
こ
の
書
物
は
、
幕
末
の
対
外
的
危
機
感
を
契
機
と
し
て

発
生
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
、
ア

メ
リ
カ
事
情
に
つ
い
て
の
簡
に
し
て
要
を
得
た
書
物
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
和
解
は
幅
広
い
読
者
を
期
待
し
た
、
今
日
で
言

う
、
翻
訳
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

和
刻
本
は
幕
府
高
官
の
川
路
聖
謨
な
り
、
豪
農
の
中
山
伝

右
衛
門
な
り
の
後
援
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
和
解
本
の

作
者
は
無
名
か
、
無
名
に
近
い
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
そ
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れ
な
り
の
経
費
を
必
要
と
す
る
和
解
本
作
成
と
い
う
事
業
を

単
に
個
人
で
行
っ
た
の
か
、
そ
の
背
後
に
は
、
同
じ
志
、
所

謂
「
攘
夷
」
の
志
を
持
つ
人
々
の
協
力
乃
至
支
援
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
私
は
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
書
物
の
序
や

跋
を
書
い
た
、
藤
森
大
雅
、
横
山
湖
山
か
ら
た
ぐ
っ
て
い
け

ば
、
手
掛
か
り
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
鮎
沢
信
太
郎
著
「
世
界
地
理
の
部　

四　

幕
末
開

国
期
に
伝
来
し
た
唐
本
世
界
地
理
書
の
翻
刻
と
邦

訳
」（『
鎖
国
時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
』（
復
刻
版

原
書
房　

1978

）
所
収
）P.138

～139
、
源
了
圓

「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
『
海
国
図
志
』
の
受
容

―
佐
久
間
象
山
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
研
究
』9 

1993

）P.13

～14

、
宮
地
正
人
「
幕
末
・
明
治
前

期
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
構
造
」（『
歴
史
認
識　

日

本
近
代
思
想
大
系
』、
岩
波
書
店
、1991

）P.514

～

516､
P.521

。

（
２
）
大
庭
脩
『
漢
籍
輸
入
の
文
化
史
』（
硏
文
出
版
、

1997

）P.326

。

（
３
）
阿
川
修
三
「『
海
国
図
志
』
と
日
本　

そ
の
２
―
和

刻
本
、
和
解
本
の
書
物
と
し
て
の
形
態
と
そ
の
出
版

意
図
」（『
言
語
と
文
化
』24　

2012

）P.29

。

（
４
）
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』

（
関
西
大
学
出
版
部　

1967

）
第
５
章
「
御
役
人
様

方
御
調
書
」
等
に
関
す
る
考
察
」P.195

～197

、
同

『
漢
籍
輸
入
の
文
化
史
』（
研
文
出
版 1997

）
第
11
章

「
開
国
と
輸
入
書
」P.329

～331

。

（
５
）
和
刻
本
『
海
国
図
志　

籌
海
編　

一
上
』
の
扉
に
第

二
版
を
示
す
「
道
光
己
酉
夏
古
微
堂
重
訂
」
と
あ
り
、

そ
の
中
に
あ
る
「
海
国
図
志
総
目
」
は
全
60
巻
で
あ

る
。

（
６
）
川
路
寛
堂
『
川
路
聖
謨
之
生
涯
』（
吉
川
弘
文
館　

1903

）P.350

～351

、
川
田
貞
夫
『
川
路
聖
謨
』

（「
人
物
叢
書
」、
吉
川
弘
文
館　

1999

）P.226

～

227

。

（
７
）
宮
地
正
人
編
『
幕
末
維
新
風
雲
通
信
』（
東
京
大
学
出
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版
会　

1978

）P.97

。

（
８
）『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
の
「
河
田
迪
斎
」

の
項
。

（
９
）
佐
藤
至
子
『
江
戸
の
出
版
統
制(

歴
史
文
化
ラ
イ
ブ

ラ
リ　

456
）』（
吉
川
弘
文
館　

2017

）「
天
保
の
改

革
と
人
情
本
・
合
巻
（
天
保
の
改
革
と
出
版
業
界
）」

に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
、
従
来
本
屋
の
株
仲
間
に
出

版
物
の
発
行
の
可
否
は
任
さ
れ
て
い
た
が
、
天
保
の

改
革
で
、
株
仲
間
が
解
散
さ
せ
ら
れ
る
と
、
出
版
業

者
は
町
名
主
舘
市
右
衛
門
を
通
し
て
奉
行
所
に
出
版

の
申
請
を
し
、
そ
れ
を
学
問
所
が
吟
味
し
て
最
終
的

に
は
奉
行
所
が
そ
の
出
版
の
可
否
を
判
断
す
る
シ
ス

テ
ム
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
書
類
が
『
市
中
取
締
続
類

集
』「
書
籍
之
部
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵)

と
し
て

残
っ
て
お
り
、
そ
の
書
類
に
よ
り
そ
の
書
籍
の
申
請

時
期
、
出
版
許
可
の
時
期
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

（
10
）『
美
理
哥
合
省
国
史
略
』
は
、
裨
治
文
『
聯
邦
志
略
』

（
南
方
日
報
出
版
社　

2018

）
所
収
の
も
の
に
基
づ
く
。

（
11
）
和
解
本
『
海
国
図
志
籌
海
篇
訳
解
』
の
作
成
者
南
洋

梯
謙
の
自
序
に
も
「
其
所
記
載
之
籌
海
篇
…
此
天
下

武
夫
必
読
之
書
也
。
当
博
施
以
為
国
家
之
用
。
此
訳

所
由
起
解
之
挙
。
抑
欲
施
之
水
手
輩
。
非
供
高
明
君

子
之
覧
。」
と
あ
り
、
同
様
の
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
た
。

（
12
）
松
本
三
之
介
『
近
代
日
本
の
中
国
認
識
』（
以
文
社

　

2011

）「
第
一
章
「
中
華
」
帝
国
と
「
皇
国
」」
Ⅱ
、

Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
。
平
石
直
昭
『
改
訂
版
日
本
政
治
思
想

史
―
近
世
を
中
心
に
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会　

2001

）「
12
西
洋
像
の
変
遷
」。
渡
辺
浩
『
日
本
政
治

思
想
史
』（
東
京
大
学
出
版
会　

2010

）「
第
十
七
章

「
西
洋
と
は
何
か
」」。

（
13
）
佐
渡
養
順
に
坪
井
信
良
か
ら
送
ら
れ
た
書
籍
は
現
在

金
沢
市
立
図
書
館
に
蒼
龍
館
文
庫
と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
目
録
を
見
る
と
、
こ
の
「
新
板
亜
墨

利
加
誌
一
冊
」
に
当
た
る
も
の
は
『
亜
墨
利
加
総
記
』

し
か
存
在
し
な
い
。

（
14
）
蒼
龍
館
文
庫
の
目
録
に
は
、「
続
刻
一
冊
」
に
当
た
る

も
の
は
『
続
亜
墨
利
加
総
記
』
し
か
存
在
し
な
い
。
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阿川　修三

Concerning the “亜墨利加総記（Amerikasōki）”

Shuzo Agawa

"海国図志 (Haiguotuzhi)" played a major role in spreading knowledge 

about overseas circumstances at the end of the Edo period. However, 

what I actually read was a 和刻本(Wakokubon), which was published 

with some lessons, and a 和 解 本(Wagebon), which was translated 

and published. In this paper I discuss the contents of "亜墨利加総記

(Amerikasōki)", which is a translation of the part about the United 

States, the reason for its inclusion, and the translation method. 

Contents are about America in general, from its history to nature, 

industry, politics, society, and the geography of each state. The 

point of publication was to make a wide range of people understand 

the situation in the United States and to counter its threats. The 

translation could be understood by those whose level of literacy was 

limited. It is thought that it was read by a wide public and was very 

useful for learning about American circumstances.


